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論 文 内 容 の 要 旨 
近年、情報通信技術の飛躍的な進歩とインターネットの利用人口の増大に支えられて、電子商取引は更なる
高度化を遂げつつ、ネット市場の成長が加速している。しかし、すべての商品がネット上の取引で安定的な市
場を形成している訳ではない。本研究は、こうした現実を踏まえて、従来のリアル市場の店舗小売と対比され
るネット小売における取引特性及び競争優位性を究明する理論的枠組みを検討するとともに、いくつかの産業
におけるネット小売の競争優位と戦略に関する分析を目的としている。特に、ネット小売の本質を究明する視
点として買物コスト、リスク、信頼性といった新しい要素を取り上げ、代表的な産業分野について具体的に分
析したことが本研究の特徴である。本研究の構成は次のようである。 
第１章では、従来の店舗小売と対比されるネット小売の取引特性を分析する全体の枠組みを提示する。まず、
ネット上の仮想空間のメディア特性がeリテールやネット小売といった新たな取引形態に与える促進要因と阻
害要因を検討した上で、ネット取引で取引される商品の性質を従来の商品分類と関連して検討する。リアル店
舗で買物するように現物の商品の品質確認ができないにもかかわらず、ネット上で買物する消費者にとって最
も単純な理由の一つは消費者に対する価格訴求力であろう。すなわち、ネット小売は店舗運営コストが低い分、
同じ商品であれば低価格で販売できるからである。 
しかしネット上で買物する消費者は価格訴求力のある商品だけを買物する訳ではない。低価格帯の商品はも
ちろん、高価格帯の商品でもこだわりの商品がネットで購入できるとすれば、ネットを介して買物する場合も
ある。この場合、買物活動に伴うリスクを負担することになるが、従来のリアル店舗を想定した場合のリスク
とは、売り手と買い手の間で商品情報が偏在しているために発生する購買前と購買後の期待の不一致に起因す
ると考えられている。この場合消費者はリスクを回避するために探索コストをかけるか、あるいは品質が保証
されたブランドを購入することになる。 
ネット小売で買物する消費者の行動は、ネットの性質のゆえに常にリスクを伴うものであり、リアル市場で
は見える相手と見える商品を確認できるが、ネット市場では主に情報探索を介して買物の意思決定をしなけれ
ばならない。さらに取引の事後の処理においてもリアル市場は対応しやすいのに対して、ネット市場では間違
った情報による取引の事後の対処が困難である。それゆえ、ネット取引における情報探索努力を減らしリスク
軽減の補完として、取引の信頼性や情報の信頼性を獲得する工夫が必要となる。 
第２章では、毎日消費され、したがって食品の安全性や鮮度志向はもちろん、買物コストの軽減志向も強い
食品産業を取り上げ、リアル店舗とネット小売の競争的優位性を分析するとともに、ネット小売の類型として
展開されている「リアル併用型」と「ネット専業型」の戦略について事例分析を行った。第３章では、情報探
索のリスクという観点を中心に、消費者の購買行動に影響を及ぼす基準としてファッション性の概念を用いて、
アパレルのネット小売の優位性を明らかにしうる新たな商品分類の視点を提示した。第４章では、物的材とは
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異なる特性をもつデジタル財産業を取り上げ、ネット上の仲介機能を中心にネット流通の形態について検討し
ている。デジタル財の場合は物流を伴わないため、リアル市場の流通機能との直接比較が困難であるが、生産
者と消費者を直接に結ぶ「直接取引」と、信頼性の担保などのネット仲介機能を担う「プラットフォーム型取
引」を戦略的な観点から比較分析している。 
本研究を整理すると、ネット小売は既存のリアル店舗を想定した流通システムとは異なる分析枠組みを必要
としており、また商品特性や消費者の購買特性によってそれぞれの産業ごとに異なる展開を見せていることが
確認される。今日、情報通信技術の進歩が加速化し、世界が巨大な一つのネットワークで結ばれつつあるなか
で、インターネット流通の新しい形態が次々と登場している現状を踏まえた理論的な精緻化が一層求められて
いる。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
近年、情報通信技術の飛躍的な発展に支えられて、インターネットを介した電子商取引が急速に成長してい
る。電子商取引は、ＢtoＢとＢtoＣに大きく分けられるが、前者は受発注の効率化、情報共有による在庫の圧
縮などが可能となるため、多くの業界で普及している。他方、一般消費者を対象とするＢtoＣは、商品や業界
特性によって、また代替関係にあるリアル店舗との競合関係などによって、普及には大きな格差が見られるの
が現状である。本研究は、こうしたインターネット流通の実態を踏まえ、ＢtoＣにおけるネット小売を対象と
して、従来のリアル市場と対比される取引特性及びその競争的優位性を明らかにしようしたものである。従来、
リアル店舗を対象とした店舗選択については、探索努力に関わる買い物コストを中心に分析が行われてきたが、
ネット小売の特質を明らかにするためには、さらにリスク、信頼性といった新しい要素に着目した分析枠組み
が必要であること、またこの枠組みを用いて代表的な産業を具体的に分析したことが本研究の理論的貢献であ
る。 
まず第１章では、従来のリアル店舗を対象とした店舗選択論や商品類型論を批判的に検討することを通じて、
リアル店舗と対比されるネット小売の取引特性を分析する枠組みが提示されている。リアル店舗に比べ、ネッ
ト小売の競争的優位性は、時間・空間的制約から解放されるため、店舗施設、従業員、商品在庫など店舗運営
コストが節約される分、同じ商品であれば低価格で提供できることにある。しかし、ネット小売では、商品が
低価格であるにもかかわらず、消費者によっては購入しない場合がある。その理由は、情報リテラシーの能力
差だけでなく、個人によって知覚リスクが異なるからである。 
従来のリアル店舗を想定したリスクは、売り手と買い手の間で商品情報が偏在しているために起こる期待の
不一致であり、この場合消費者は探索コストをかけるか、あるいは品質が保証されたブランドを購入すること
でリスクを回避する。ネット小売でも、消費者は同様のリスク回避行動をとるが、ネット小売の場合には、現
物の商品を確認できないことに起因するリスク、注文した商品が届けられるのかどうか、またトラブルが発生
した場合に十分な対応をしてくれるのかといった取引主体に関するリスクが存在する。それゆえ、ネット小売
がさらに発展するためには、知覚リスクの高い消費者に対して、その情報探索努力を減らし、リスク軽減の手
段として取引の信頼性を高めるような工夫が重要になる点が指摘されている。 
以上のようなネット小売に関する分析枠組みを用いながら、第２章では安全性に対する関心や鮮度志向が強
く、また買物コストの節約志向も強い食品産業においてネット専業型とリアル店舗の併用型が存在しうること、
第３章ではファッション性ゆえに消費者の知覚リスクが高いアパレル産業においてネットでブランド品が購入
されるメカニズム、第４章では物流を伴わず、複製が容易で只乗りが発生しやすいデジタル財（オンラインゲ
ーム）における直接取引型とプラットフォーム型の企業戦略などが、詳細に分析されている。 
リアル店舗と比較したネット小売の特性を明らかにするという課題から、リスクを含めたコストにやや偏重
した分析となっており、また代表的な産業を取り上げ精緻な分析が行われているものの、産業間の比較分析は
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残されているなど、今後の課題もないわけではないが、成長著しいインターネット流通に関する本格的な理論
的研究がほとんどない中で、リアル店舗と比較されるネット小売の競争的優位性を分析しうる枠組みを提起し
た意義は大きく、審査委員会は一致して本研究を博士（商学）の学位を授与するに値すると判断した。 
